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1. 事業の目的 

 

日本産の革を PRすることのできる国内展示会に出展し、BtoBに向けたテストマーケテ

ィングを展開する。さらに環境への配慮が高まる現代において注目されてきている SDGs

【Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）】の要素も活用しながら、皮革

素材が有用な素材であることをアピールし、新たな販路開拓や需要拡大を目的とする。 

 

2. 令和 2年度事業の概要 

令和 2年度においては、以下の 2つの事業を基軸に行った。 

 

2.1. 国内展示会の出展 

国内最大のファッション展示会において、素材から製品まで高品質なMade in Japanで

あることを装飾展示で訴求し、出展タンナー様自らが直接 PRすることで日本産革の周知と

需要拡大を図る。また、皮革素材の展示だけではなく、製品と一緒に展示することで来場者

のニーズを満たし相乗効果が期待できるという観点から、百貨店等連携事業に当初からご

尽力いただいている東日本ハンドバッグ工業組合様にご協力いただき展示革を使用した製

品を展示サンプルとして製作した。 

 

展示会名：第 8回ファッションワールド東京秋内「第 6回 国際生地・素材 EXPO秋」 

開催期間：令和 2年 10月 27日（火）～10月 29日（木）≪3日間≫ 

開催時間：10:00～17:00 

開催場所：東京ビッグサイト西展示棟 1階 
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2.2. SDGs要素の活用と広報 

タンナー様のサステナビリティへの取り組む姿勢の広報は、タンナー様が製造工程の中

でこれまでに培ってきた環境保全や地域社会への貢献を SDGs【Sustainable Development 

Goals (持続可能な開発目標)】のターゲットと照らし合わせ、皮革産業における SDGs要素

を反映した空間づくりの一貫として「SDGs訴求パネル」を展示表現することで、来場者に

向けて広く PRした。 

 

2.2.1. 皮革産業における SDGs要素の検討 

検討にあたっては、まず、天然素材である革に対するステークホルダーの前提認識を確認

した。一般消費者には「非常に貴重なもの」、製造企業には「幅広い製品を製造するのに適

した安定した初期素材」という認識があるという1。これらの認識を維持させながら、SDGs

とさらに関連づけることが効果的な訴求につながると考えた。 

また、国内外のタンナー様や他業種で取り組まれている事例を模範にしながら、タンナー

様の現況に応じた持続可能性についての施策を試みた。国外の事例では、ドイツのタンナー

「ベーダ―ラダー社」の取り組みを「ドイツ・カーシート用革鞣し工場の視察報告」2を参

考にしながら下図の通り整理した。 

 

 
1 「持続可能な皮革製造のためのフレームワーク」『環境対応革開発実用化事業報告書』 

NPO法人日本皮革技術協会、2020年 3月、240頁～264頁を参照。 
2 「ドイツ・カーシート用革鞣し工場の視察報告」『皮革科学』 Vol.65、No.2、71頁～76
頁を参照。 
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国内の事例では、吉村圭司氏による講演『皮革産業のサステナビリティ』（特定非営利活

動法人日本皮革技術協会「環境対応革開発実用化事業報告会（第 63 回皮革研究発表会）」

2020 年 1 月 16 日）を参考にした。講演では、皮革産業で行われているサステナビリティ

に関する動向が紹介され、日本の皮革産業がどのように関わっていくかについての示唆を

得ることができた。 

副産物としての皮は、食用としない限り排出され、高い有機物含有量と高い水分含有量を

有しており、その処理は社会的課題となりつつある。そうした中で、皮革産業とは、その食

肉生産の副産物を活用しながら、「価値の低い処分」である廃棄という埋め立てや償却の代

替として付加価値を提供する。また、革やゼラチン、ケーシング、コラーゲン製品における

量的に代替不能な高付加価値の資源提供が、皮革産業のサステナビリティとの関わりを考

えるにあたっての要になるという。つまり、畜産副産物の有効活用が、持続可能な社会を達

成するうえで重要な課題の１つとして捉えることができる。 

さらに、環境に優しい皮革製造を実践するにあたり、企業努力の必要性も強調された。例

えば、原料皮の保存においては、塩蔵なしでの冷蔵のように食肉仕様の状態にすることで、

水の使用量を削減できること。また、準備段階においては、薬品を使用する前に生漉きを行

うことで薬品の残量を減らせることなどが挙げられた。そして、排水処理においては、「有

害な化学物質や物質の排出削減」「水利用の効率の改善」「統合水資源管理」「生態系の保護・

回復」の観点から、皮革産業のサステナビリティとの関わりについて示された。 

以上を踏まえて、前者の海外事例における４つの枠組み「経済」「社会」「環境」「共

同」に吉村氏が提唱する国内皮革産業の取り組むことができそうな SDGsを下記の通り整

理した上で、本事業では、「持続可能な社会と皮革産業発展のために私たちのできるこ

と」をテーマに、ゴール 12（つくる責任 つかう責任）では「畜産副産物の有効活用を通

して持続可能な循環型社会へ貢献」、ゴール 6（安全な水とトイレを世界中に）では「水

処理を通して持続可能な循環型社会へ貢献」の２つに焦点を絞ることにした。 
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2.2.2. 「ゴール 6」パネルの制作 

（１） 制作パネルの概要 

 

・大見出し 

多くの水を利用するからこそ排水を適切に処理しています。 

・小見出しと内容 

（左）日本の豊かな水資源から生み出される革。 

国内最大のタンナー集積地である兵庫県をはじめとして、和歌山県、長

野県、東京都（墨田）、埼玉県（草加）、栃木県などが主な革の生産地とな

っています。豊富な水源のある地域が古くから革の生産地となってきま

した。現在では河川の水をそのまま使用するのではなく、地下水などを用

いております。 

（右）皮から革へ。厳しい排水基準をクリアし、地域環境を保全。 

皮革製造では、処理工程と洗浄や排水処理、衛生目的に水が用いられて

おり、全工程における最大の投入材料が淡水です。およそ 64～112 ㎏ 3

の水が、原皮から皮 1 ㎏を作るのに消費されています。工場などからの

排水は、水質汚濁法や都道府県条例などに定められた基準まで浄化して

排出する必要があり、すべてのタンナーがクリアしています。また、各タ

ンナーでは、工程改善や循環利用などで節水対策を行っています。  

  

 
3 EUの IPPC（総合的汚染防止管理）指令による「利用可能な最善の手法（Best 
Avallable Technique／BAT）」を基にした排出基準により算出。 
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（２） 皮革製造業と排水について 

タンナー様の主なる集積地は、その多くが河川近郊に位置しており、生活に不可欠な水と

のかかわりが地域社会とのつながりを切り離せないものとしている。ゆえに、皮革製造業で

は、大量の水と化学薬品を使用しつつ、大量の排水と廃棄物を産出する産業であることから、

環境負荷低減への取り組みが重要な課題となる。 

実際にどのくらいの量の水が使用されているのか、確認しておくとする。牛の原皮から牛

革 1㎏を作るのに必要な水量を、EUの IPPC（総合的汚染防止管理）指令による BAT（利

用可能な最善の手法）を基にした排出基準により下表の通り算出した。 

処理段階 
原皮 1トン当たりの水消費量（m

3
/t） 

非塩蔵皮 塩蔵皮 

原皮からウェットブルー／ウェットホワイト 10～15 13～18 

鞣し後の処理及び仕上げ 6～10 6～10 

全消費量 16～25 19～28 

原皮 1ｔからおよそ 4 分の 1 にあたる 250 ㎏の革が作られることになるので、その原皮

1ｔあたりの水の消費量は、非塩蔵皮の場合に最低でも 16ｔ、また塩蔵皮の場合には最大で

28ｔにもおよぶことになる。これを革 1kgに換算すると、64㎏から 112㎏の水が消費され

ているという。 

原皮を処理する工程で排出される大量の排水は、瀬戸内海の環境の保全を目的に施行さ

れた「瀬戸内海環境保全特別措置法」（公布：昭和 48 年、法律第 110 号）や国民の健康と

生活環境を守ることを目的に施行された「水質汚濁防止法」（公布：昭和 45年、法律第 138

号）4 によって、厳しく管理されている。さらに、水質汚濁防止法における兵庫県の「上乗

せ排水基準」では、なめし革製造業に対して、化学的酸素要求量（COD）5 1リットルあた

り日間平均値で 160mlの排水基準が設けられている。下図参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
4 本法律のポイントは、各府県において瀬戸内海環境保全特別措置法に準拠すべく「府県
別上乗せ排水基準」を設定して、同法第３条第１項の「排水基準に代えて適用すべき許容

限度を各府県でより厳しいもの」（条例前文より引用）となっていることである。 
5 代表的な水質汚濁の指標で、主に海域や湖沼の汚濁指標として用いられる。 

下図：『水質汚濁防止法第 3条第 3項の排水基準に関する条例』 
別表第 2「瀬戸内海水域における有害物質以外のものに係る排水基準」 
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2.2.3. 「ゴール 12」パネルの制作 

（１） 制作パネルのイメージ ※一部修正 

 

・大見出し 

皮革は畜産副産物を有効活用した生活に欠かせない有益な素材 

・小見出しと内容 

（左）食肉や牛乳、毛織物の原料を生産する家畜がある限りは持続可能な天然資源 

日本の製革業（タンナー）で利用される動物の皮の多くは、家畜の皮で

す。家畜は、最終的にと畜されて食肉を供給し、皮が副産物として算出さ

れます。この皮革素材の原料となる「皮」は、我々の食文化が変わらず続

く限り、必然的に生産される、人類が大切にすべき天然資源です。昨今で

は、捕獲された鳥獣（ジビエ）の皮や海洋資源の副産物についても、その

資源化、利活用の促進に向けた取組が行われています。 

（中）約 22万トン＝昨年国内で産出された副産物「皮※」の総量 ※成牛と豚 

2019年、国内で食肉として処理された成牛は約 103万頭、豚は約 1,632

万頭。もしも、副産物として産出された皮を全て廃棄した場合、その重量

は東京スカイツリーの約 5倍にもなります。 
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（右）持続可能な生産消費形態の確保を目指して、廃棄物発生の大幅な削減に貢献 

皮革産業では、持続可能な生産消費形態の確保を目指して、循環型社会

の形成に貢献していくため、限られた資源「畜産副産物」の有効活用に努

めるとともに、有害化学物質の削減と適切な排水処理を徹底し、廃棄物発

生量の低減を推進しております。また、「日本エコレザー基準認定」制度

では、有害化学物質の検査のみならず、原料となる皮の出所、使用薬品の

確認、排水処理、廃棄物処理の適正な管理について確認が行われています。 

 

（２） 皮革製造業と畜産副産物について 

適正な畜産業のためには、副産物の利用が必要不可欠である。また、天然資源の持続可能

な管理及び効率的な利用を推し進めるにあたっては、食肉産業からの副廃物である皮の有

効利用や製造過程で排出される副廃物と廃棄物の有効利用が有用であると考えられている

6。これらは、ゴール 12のターゲット「12.2 天然資源の持続可能な管理及び効率的なりよ

うを達成する」「12.5 廃棄物の発生を減らす」の２つの項目と結びつけることができよう。

また、革は「持続可能（サスティナブル）な循環型資源であり、環境対応」7であるという

日本タンナーズ協会前会長 喜田様のご指摘のように、食材として廃棄されるものが皮革製

品として利活用される中で、鞣しの技術が発展してきた歴史を持つことからも、親和性が高

いといえよう。 

また、「製品段階で有害化学物質を含有しない…中略…製造工程中においても有害化学物

質を使用しないという方向に進みつつある」8と日本皮革技術協会理事長 野村様が述べてい

るように、地域社会とのかかわりを無視することができない現代において、「つくる責任」

の観点がますます重要視されている。これら化学物質放出量の削減への取り組みは、ゴール

12 の具体的なターゲット項目である「12.4 化学物質や廃棄物の適正管理により大気、水、

土壌への放出を減らす」と合致することから、訴求すべき重要な要素の１つと考えられる。 

なお、パネルの制作にあたっては、畜産副産物のマテ

リアルリサイクルでの社会貢献を意識した製革業のあ

り方として、各省庁の発表した具体的な数値を活用しな

がら公開していくことが望ましいと考え、前者における

畜産副産物の有効活用に焦点を当てている。右図は、国

内で 2019 年に食肉として処理された成牛皮

58,176,104 t（1頭あたり700kg換算）と豚皮16,319,598 

t（1 頭あたり 110kg 換算）の総量約 22 万ｔの比喩的

 
6 吉村圭司「皮革産業のサステナビリティ」発表配布資料参照          
 （2020年１月 16日 環境対応革開発実用化事業報告会 第 63回研究発表会）。 
7 喜田邦男「年頭所感 令和２年の新年を迎えて」『皮革新聞』 皮革工業新聞社、2020
年 1月 10日、4頁。 
8 野村義宏「はじめに」『環境対応革開発実用化事業報告書』 NPO法人日本皮革技術協
会、2020年 3月。 
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表現に、東京スカイツリーの地上本体鉄骨重量（1本あたり約 41,000 t）5本分を用いた例

である。 

また、下表は経済産業省「工業統計調査」をもとに作成した成牛革の生産枚数の算出資料

である。屠畜数は、農林水産省「畜産物流通統計」を参照した。なお、成牛皮生産数 1,007,693

枚は、皮革新聞で用いられている算出方法を参考にして屠畜数 1,038,859 の 97％で算出し

ている。また、豚皮生産数 15,340,422枚（2019年数値）は、日本畜産副産物協会の算出方

法を参考にして屠畜数 16,319,598の 94％で算出している。 

 国内で食肉として処理された成牛と豚の皮、その全てを副廃物として廃棄していた場

合、約 22万ｔに関わる膨大な処理コストや環境におよぼす影響が莫大なものとなってい

たことがわかる。すなわち、ステークホルダーに対して、環境保全と経済活動に寄与する

製革業の存在が改めて認知できたものと思われる。  

2.2.4. おわりに 

SDGsへの実践は、社会的責任を果たす持続可能な企業として、資本市場における優位性

が確保されるといわれている。今回の SDGs を活用した訴求パネルの制作でも、独自の審

査基準を設けたJLPタグ認証とともに、各タンナー様の取材を通して明らかとなったSDGs

に取り組む具体的な姿勢を、来場企業へ向けて発信させることで、彼らに対して天然の皮革

素材を高付加価値なものとして認知させ、購買契機へと繋げることを期待した。 

今後は、製革業の根本的な在り様である畜産副産物のマテリアルリサイクルの中で、水問

題への取り組みをより具体的に示すことで、SDGsの総合的な解決に向けた姿勢を広報でき

るものと考える。 

また、SDGsを踏まえた広報では、「意思の表明」と同時に、「誠実さ」がとくに重要であ

るとされる。表現に関して、ステークホルダーから指摘を受けたとしても、指摘された問題

に対して「誠実」に対話を重ねていくことで、より業界を理解してもうことにつながり、ス

テークホルダーもまた成長のきっかけを得ることにつながる。引き続き、環境と社会に配慮

した皮革づくりの現状を把握しながら、具体的な数値で目標を設定し、経済性を兼ね備える

持続可能な形での実行が必要である。そして、それらの目標達成の可否に関わらずタンナー

総計
月平均
内訳

枚

額

屠畜数

成牛皮生産 枚

枚

額

枚 868,679 825,679 808,158 728,484 684,083 295,722

枚 152,545 95,344 72,085 67,540 81,458 90,692

額

枚

額

牛ウェットブルー・
クラスト輸入
(1枚440デシ換算)
410411100̃212
410441110̃222

2014年

2,216,341
184,695

471,731

6,127,456,000

牛ウェットブルー・
クラスト輸出
(1枚440デシ換算)
410411000
410441100

39,74844,453

338,774,000

37,039 43,547 32,977 32,913

313,621,000 284,880,000 340,410,000 250,157,000 293,565,000

921,023 880,243 796,024 765,541 386,414

8,586,743,000 6,098,105,000 5,684,272,000 4,651,503,000 2,081,122,000

1,021,225

9,429,913,000

1,007,670

1,297,764,000 1,813,573,000 1,336,236,000 1,029,189,0002,529,230,000

成牛皮輸出
410150100

437,156

2,792,130,000

1,115,347

347,509 307,676 236,324 437,156 333,520

1,068,296 1,014,410 1,008,798 1,020,158

1,101,276 1,045,784 1,039,998 1,051,684 1,038,8591,149,842

成牛皮輸入
410150112

441,046 420,053 441,687 398,913 450,520

5,434,273,000 4,080,576,000 4,438,128,000 3,458,823,000 3,008,676,000

1,374,535
172,284 170,112 147,150 154,258 114,545

2,067,410 2,041,343 1,765,806 1,851,092

成牛革 生産処理枚数
2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

93 

357,992 
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様の取り組みを広く報告することによって、取引先との関係強化や新たな取引先の開拓と

いった効果を得られる可能性が生まれるものと思われる。 
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3. 第 8回ファッションワールド東京秋内「第 6回 国際生地・素材 EXPO秋」出展 

3.1. 出展社 

3.1.1. 選考会 

タンナーズ協会様が主体となり令和 2年 3月 10日（火）に開催し、東日本ハンドバッグ

工業組合様の協力のもと厳正なる審査の結果 6社が決定した。 

なお、受託前の開催のため本事業には含まれません。 

  
 

3.1.2. 出展社一覧 

本事業は以下の、タンナー様 6 社、メーカー様 3 社の参加を基軸に展開した。タンナー

様 6 社の展示革を用いてメーカー様 3 社が製造した製品を一緒に展示することで日本産革

の魅力をより訴求した。 

 

出展タンナー様 展示品製作協力メーカー様 

浦上製革所 
株式会社 ラモーダヨシダ 

カドヤ商店 

株式会社 山陽 
有限会社 清川商店 

雅彦化成 株式会社 

有限会社 T.M.Y’s 
有限会社 野村製作所 

株式会社 前實 

 

【会期中のスケジュール】 

 

9:00 会場入り

10:00
Ι

17:00
ファッションワールド開催

17:00 片付け、退店

9:30 会場入り

10:00
Ι

17:00
ファッションワールド開催

17:00 片付け、退店

9:30 会場入り

10:00
Ι

17:00
ファッションワールド開催

17:00 閉場後撤収作業（搬出）

10月27日(火)
初日

10月28日(水)
二日目

10月29日(木)
最終日
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3.2. 出展製品 

 

カドヤ商店様×株式会社 ラモーダヨシダ様 
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浦上製革所様×株式会社 ラモーダヨシダ様 

  

  

 

株式会社 山陽様×有限会社 清川商店様 
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雅彦化成 株式会社様×有限会社 清川商店様 

  

  

 

有限会社 T.M.Y’s様×有限会社 野村製作所様 
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株式会社 前實様×有限会社 野村製作所様 
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3.3. スワッチ 

出展タンナー様 6社の会社案内と、展示革を添付したスワッチ（サンプル台紙）を兼ねた

パンフレットを作成しご来場者に配布した。 

【浦上製革所】 
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【カドヤ商店】 
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【株式会社 山陽】 
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【有限会社 T.M.Y’s】 
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【株式会社 前實】 
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【雅彦化成 株式会社】 
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3.4. 装飾・レイアウト 
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3.5. SDGs訴求パネル 
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3.6. 新型コロナウイルス感染防止対策 

新型コロナウイルスが終息していないコロナ禍での開催のため「ファッションワールド

東京」主催者事務局では、政府・自治体および展示会業界のガイドラインを基に会場内にお

ける感染防止対策を徹底し実施した。具体的には、全参加者に対して出入口での手指の消毒、

サーモグラフィーによる体温測定、マスクの装着が義務付けられた。 

また、テストマーケティング事務局としては、入館予定者の検温、商談席の飛沫防止対策、

消毒液の設置、ブース内混雑時の入場規制を行い感染防止対策に努めた。 

 

【テストマーケティング事務局 感染防止対策】 

① 2週間前から入館予定者の検温を各自実施し記録する。 

② 会期中は入館時と退館時に検温を実施する。 

③ 商談席には飛沫防止用アクリル板を設置する。 

④ 会場混雑時にはベルトパーテーションを設置し、出入口を限定させ入場規制を行う。 

⑤ 会場内随所に消毒液を置き、使い捨て手袋、フェイスシールド、マスクを用意する。 

⑥ 商談席は使用ごとに事務局が消毒を行う。 

 

  

 

 

 

  

会場出入口一方通行、手指消毒 会場入口での検温 
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4. 実施結果 

4.1. 開催概要 

第 8回ファッションワールド東京秋内「第 6回 国際生地・素材 EXPO秋」に、令和 2年

10月 27日（火）～10月 29日（木）までの 3日間出展し、日本産革の PRを行った。 

また、日本タンナーズ協会様より泉正子プロモーション副委員長、伊藤達雄プロモーショ

ン委員、髙谷浩司業務部長、日本ハンドバッグ協会 事務局長 増田哲司様に会場へお越しい

ただき、現場視察、及び出展社と意見交換を行った。 

 

展示会名：第 8回ファッションワールド東京秋内「第 6回 国際生地・素材 EXPO秋」 

開催期間：令和 2年 10月 27日（火）～10月 29日（木）≪3日間≫ 

開催時間：10:00～17:00 

開催場所：東京ビッグサイト西展示棟 1階 

 

4.2. 開催結果 

4.2.1. 来場者数 

ファッションワールド来場者数 ：12,528名 

ブース来場者数  ：4,416名 

招待状配布数   ：293枚 

名刺交換数   ：337枚 

スワッチ配布数量  ：956枚 

JLP展示袋配布数量  ：120枚 

 

【日別ブース来場者数】 

 

 

【出展社別スワッチ配布枚数】 
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【主な来場者（関係者）】 

経済産業省 製造産業局 生活製品課長     永澤剛様 

経済産業省 製造産業局 生活製品課 課長補佐（皮革・皮革製品担当） 斉藤雅彦様 

経済産業省 製造産業局 生活製品課 皮革係長  高橋哲徳様 

経済産業省 製造産業局 生活製品課 皮革製品係   田村駿介様 

 

【来場者の声】 

• 製革業、問屋、製品製造業の枠組みを超えて、今回のようにコラボすることは今後もっと

積極的に行うことが大切だ。 

• 事業者が直に現場に立ち、成果を上げる仕組みであり、素晴らしいと思う。 

• 素晴らしいコラボ企画だ。この設えであれば当社としても次回は是非とも参加したい。 

• 製品製造社も皮革のことを知ったつもりになっていて、まだまだ未知な部分が多い。この

ような交流の場を通して、新たな取引に進展する可能性が大いにあると思われる。 

• これまで扱っていなかった素材を加えることにより、メーカーさんの幅が広がる。 

• メーカーはコロナで苦しんでおり、販路を広げられれば良い。 

• 製品と素材が一緒に出展することで、来場者にとってイメージがつきやすい。 

• 業界を超えてタンナーさんとメーカーさんがコラボして展示会に出ていくことが当たり

前として受け止めるべき。 

• 問屋もどうやって関わるか真剣に考えないといけない。 

• 革が副産物であり、環境に配慮していて廃棄せず再利用して蘇らせるものであることが

エンドユーザーに伝わっていない。それがSDGsパネルを通じて現場で伝わり安心した。 
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4.2.2. 開催風景 

  

 

  

 

  

 

  
 

開催風景 開催風景 

出展ブース全景 出展ブース全景 

SDGsパネル タンナーズ協会様ご紹介パネル 

タンナーズ協会様ご紹介パネルをご覧になる方 SDGsパネルをご覧になる方 
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浦上製革所様出展ブース カドヤ商店様出展ブース 

(株)山陽様出展ブース 

(株)前實様出展ブース 雅彦化成(株)様出展ブース 

(有)清川商店様出展ブース (有)野村製作所様出展ブース (株)ラモーダヨシダ様出展ブース 

(有) T.M.Y’s様出展ブース 
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4.3. 出展社アンケート結果 

4.3.1. 出展社アンケート 

展示会開催終了後に各出展社様にアンケートにご協力いただいた。 

 

（１） 出展タンナー様 

1. 今回ご出展したことにより、事前に設定した目標を達成することができましたか。 

また、新たな可能性を見出すことができましたか。 

• 目標はほぼ達成できました。予想以上に新規の方との出会いが多く、まだ若い方が多いの

で今後長く取引ができればと思います。 

• 他業種との話が出来、次回が楽しみです。 

• 多くの来場者があり、たくさんの商談をすることができました。エイ革、牛革とも新規の

お客様と接することが出来、バッグ用で牛革のサンプル注文を受けました。エイ革はたい

へん珍しく多くの方に興味をもってもらいました。 

• 自社目標は達成。色々な業種の会社とコンタクトが取れた。 

• 目標はこれからですが、接客件数は十分に成果がありました。 

• 過去、皮革を使用した事がない企業やメーカー及びデザイナー等、多くお話させていただ

きました。今後の商売につながるかはこれからだが、サンプル等の依頼もあり、新たな顧

客としての可能性は作れたのではないかと思う。 

 

2. 次回ご出展する上で自社として改善をお考えの点があれば、参考までにお聞かせくださ

い。 

• 展示革に革の詳細や紹介の POPをつければ更にアピールしやすくなると思いました。 

• 製品関係を増やしてほしい。 

• 予想以上の来場がありサンプル帳を切らせてしまうことになってしまったので、次回が

あれば万端にしたいです。 

• 革の説明の可視化をもっとしておくべきだった。 

• もっと素材としての PRや SDGs、サステナビリティの PRなどの強化。 

• 来場者が一時的に増えると対応が間に合わず、逃した機会もあったので今後の対応方法

や改善対策を考えていきたい。 

 

3. 事務局対応への改善点やご要望があればお聞かせください。 

• メーカーさんが隣で説明しやすかった。招待状に出展商品を載せられれば良かったと思

います。 

• このような展示会にもっと出るべきで、ローテーションしながら多くの会社さんに出て

ほしい。 

• 各社とのスペースや動線などはとてもいいと思います。対応スペースの確保と展示スペ

ースでの備品置きスペースなど確保して欲しい。 

• 訪問者の内容記入書を簡略化してほしい。 
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（２） 出展メーカー様 

1. 今回ご出展したことにより、事前に設定した目標を達成することができましたか。 

また、新たな可能性を見出すことができましたか。 

• 新しい試みの展示会出展なので、目標は設定していませんでしたが、異業種のお客様と商

談ができ新たな展開がありそうです。 

• 今回出展した事で、今まで取引のなかった新たな業種の方と商談することができた。 

• 財布に限らず多様なニーズが有る事を知った。今後の企画に生かしていきたい。 

 

2. 次回ご出展する上で自社として改善をお考えの点があれば、参考までにお聞かせくださ

い。 

• 自社としてというよりは組合として次回開催ということであれば、出展社数を増やした

いと思います。 

• 自社のプロフィール用のパンフレットや自社のウェブサイトが紹介できるカタログなど

を用意したい。 

• パンフレットや自社を PR する媒体を準備したいと思う。財布以外の革製品の開発を行

っていきたい。 

 

3. 事務局対応への改善点やご要望があればお聞かせください。 

• 特にありませんが名刺はできれば当日返してほしい。 

• それぞれの協会、組合などと打ち合わせた内容をもう少し細かく教えていただけると助

かる。 

• 真摯にご対応していただき、誠にありがとうございました。 
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4.3.2. 出展社アンケート調査票 

開催終了 1ヶ月後に各出展者様にアンケート調査票をお送りし、出展の成果、感想、改善

点等についてご意見を頂戴した。 

 

（１） 出展タンナー様 

1. 出展成果等について 

 
2. 自社展示革の中で、来訪者がどの様な革に興味を示していましたか。また、その理由は

何でしたか。 

 

出展社名

浦上製革所

カドヤ商店

株式会社 山陽

有限会社 TMY’s

株式会社 前實

雅彦化成株式会社

合計

会場内相談件数 開催後の問合せ件数

9 3

117 52

40 10

14 18

20 10

1 6

33 5

商品名 理由 商品名 理由 商品名 理由

浦上製革所 エイ革

・日本製
・その他（他に無い
珍しさ、害魚の有効
利用の取組）

バンタン275

・色合い
・エコレザー
・仕上げ
・日本製

ヌメ　素上げ
・エコレザー
・日本製

カドヤ商店 ヌメナチュラル

・色あい
・エコレザー
・柔らかさ
・発注ロット
・日本製

ヌメアニリン

・色あい
・仕上げ
・柔らかさ
・発注ロット
・日本製

ヌメツートン

・色あい
・エコレザー
・仕上げ
・柔らかさ
・発注ロット
・日本製

株式会社 山陽 抗菌レザー02
・機能性（防水等）
・エコレザー

ダーズリーFF
・機能性（防水等）
・エコレザー

ダーズリーHKパールー・色あい

有限会社 TMY’s
ラムリア（シュリン
クしたラム革に箔を
乗せた革）

・柔らかさ
ジラフ（フィルム、
箔加工革）

・発注ロット
・その他（多様性）

S.W.P（防水仕様革）
・機能性（防水等）
・発注ロット

株式会社 前實 姫革友禅箔 ・仕上げ 姫革友禅墨流し ・仕上げ 姫革友禅染 ・仕上げ

雅彦化成 株式会社 フッ素フリー防水
・単価
・機能性（防水等）

ウォッシャブル
・単価
・機能性（防水等）

防水型押ベロア
・単価
・機能性（防水等）
・仕上げ

TOP－２ TOP－３
出展社名

TOP－1
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3. 来訪者との会話の中で、どの様なセールストークがキッカケで商談に繋がったと思いま

すか。 

• 小ロット注文など細かい対応。 

• 仕上げ方法やデザインではなく、革の機能性を重視したトークに興味を持っていただい

た。 

• 京都の伝統工芸を革に施した加工に興味を持ってもらった。 

• スワッチカタログの配布や革のカットや丁寧な革の説明。 

• 少ロットにも対応し、機能証明を確実に実行する姿勢。希望する革のカスタマイズや新規

開発等を作り手が直接対応及びサポート。 

• 小ロットを希望するお客様が多かったので、「在庫であれば 1枚から対応します」と伝え

ると、より興味を持っていただいた。 

 

4. 今回のテストマーケティング出展の感想 

• 予想以上にたくさんの来場者があり、自社商品の PR を多くの方にすることが出来たの

で感謝しています。すぐに多くの注文を取ることは困難ですが、商談できたお客様を今後

フォローしていきたいです。今回は縫製メーカーさんとの合同出展の為、商品のイメージ

をお客様に伝えやすくお互いに相乗効果がありました。ネットでの宣伝も良かったです。 

• 今まで出展してきた展示会では、革だけの展示でしたが、今回の様に製品が有ることによ

り最終イメージまでスムーズに進むことができ、商談でのスピード感がありました。ま

た、来訪者の中には若い経営者の方も多かったので、今後の長いお付き合いも期待できま

す。 

• 予想以上に手ごたえを感じた。TLF の様に同業者が大半の中、異業種との交流が多くあ

った。 

• とても良い経験になりました。異業種での出展でより丁寧な製品の説明やわかり易いコ

ミュニケーションも必要ですが、可能性と継続的に出展する事で知名度もアップしてい

きたい所です。スワッチカタログも好評でとても役立ちました。オンラインショップのお

客様も多く、コロナの中でのネット販売の取り組みも必要かと思いました。SDGsの取組

みや説明などもタンナーズ協会全体でもっと PRする必要があるのではとも感じました。 

• コロナで海外企業が閑散としている中でも、比較的人通りが途切れる事がない。来場者は

レザーフェアで見られない方も来られるので新規顧客の可能性や新たな情報等を得やす

い。しかし、個人経営や小規模企業も多いイメージがあり、売り上げ自身の底上げという

目的は難しく、纏まった受注は既存の顧客からが殆どとなって、やや残念な結果となっ

た。それでも初の出展で山陽を知らない方の認知度向上に繋がり、継続的に出展する事が

出来れば、今後の受注を増やせるのではと考えている。 

• 3日間という会期で沢山の方に自社商品をアピールすることが出来た。皮革を求めている

方も多かったので名刺交換が出来たり、直接的なやり取りが出来たことで、新たな販路開

拓になった。 
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5. 1社あたりの皮革素材展示スペース、ブースレイアウトやデザインはいかがでしたか。 

（1社あたりの皮革素材展示スペースについて） 

• 革を吊るす広さは充分でした。 

• 自社の革をアピールするには十分なスペースでした。 

• あのぐらいがちょうど良い。 

• 展示スペースはあの形でもう少し大きいブースが理想です。 

• 弊社の場合 10枚の展示で、対応できる時間と訪問者の人数及び回転率を考えると丁度良

かったのではないかと思っている。掲示できるスペースがあればもっと良かった。 

• 丁度良いスペースだと思う。 

 

（ブースレイアウトやデザインについて） 

• 良かったです。自社ブースにサンプル帳以外のパンフレットを置くスペースがあれば、あ

りがたい。 

• レイアウトやデザインは特に問題ありませんが、ブースごとの距離が近いため、中の商談

スペースが使いにくく感じた。 

• もう少し工夫がほしい。 

• 自社の PR 専用ブースやカタログのスペースなどがあれば良かった。ブースにどこから

でもお客様に入っていただく導線は大変良かったと思います。 

• レイアウトやデザインは来場者も入りやすいし良かったと思うが、テーブルと椅子の配

置を変えてブースの中央に来場者を集める工夫があればもっと良かったと思う。 

• 分かりやすく、見やすいレイアウトだった。 

 

6. スワッチはいかがでしたか。（デザイン、大きさ、取材記事など） 

• 良かったです。写真は上手く撮ってもらって、記事内容も良く問題ありませんでした。 

• スワッチに展示革の詳細や最小ロット、納期を記載することにより、その内容を前提とし

て来訪者の方とお話が出来るので、革のアピールなどに時間を長めに費やすことが出来

ました。 

• 非常に良い。 

• スワッチは大変好評でした。大きさについては大きめと小さめの 2 種類あれば尚良いと

思います。 

• 取材記事やデザイン等は問題ないと思うが、3×3cmでは小さいのでサンプル帳としての

認識が高く、展示会後に改めて大きくカットしたスワッチ帳を希望顧客に送付している。 

• 各社の特色がとても良く表現されていて、大きさも持ち帰りやすく、ホームページの QR

コードまで掲載してあり大変良かった。 

 

7. SDGsパネルはいかがでしたか。 

• 分かりやすいキャッチコピーで伝わりやすく良かったと思います。 

• 会場では来訪者の方で読んでおられる方が少ないように思いましたので、ブース内では
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なく、通路からでも読めるようにもっと表にだしていくべきかと思います。 

• 少し分かりにくい。 

• もう少し全面的にサステナビリティを出して、エンドユーザーの意見も載せてもいいか

もしれません。 

• パネルは良いと思っているが、立ち止まって見入る来場者は少なかった。エコの観点及び

興味がある来場者は多いが、SDGsについての話題等は数件しかなく、意識がまだまだ向

いていないのではという印象。 

 

8. 今後の改善点や要望など 

• 招待状の出展社一覧に山陽さんのように出展商品も入れた方がいいです。来場者が多く

たくさんの名刺をもらいますが、即日回収で商談内容を整理しにくいところがありまし

た。最終日分は、週末休みも入り記憶が曖昧になります。写真で記録を残せたらいいなと

思いました。 

• 商談スペースをブースが見える距離でもっと広く使用したいです。既存の取引先が来ら

れた時には、ブース内に長くいることがあり、空間が狭くなり、新規の来訪者も入りにく

くなっていたと思いますので、中の商談スペースを無くすか空間を広く取ってほしいと

思います。 

• ブースの取り方を改善してほしい。 

• ブースの拡張と PRの台設置。サステナビリティをもっと強化し、離れたブース対応も必

要かと思います。 

• 商談用の椅子とテーブルが共同という事で他社との遠慮もあり、あまり活用はしなかっ

た。出来れば、せめて一脚ずつでも専用に各社割り当てるようにしてほしかった。 

• その日に名刺交換したお客様にメール等連絡が出来なかったので、誰が誰なのか分から

なくなってしまった。その日のうちにお礼メールが出来るよう対処したい。 

 

9. 継続してファッションワールド東京「国際生地・素材 EXPO」に出展したいと思います

か。 

• 出展したい 6社 

• 出展しない 0社 
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（２） 出展メーカー様 

1. 出展成果等について 

 

 

2. 自社サンプル製品の中で、来訪者がどの様な製品に一番興味を示していましたか。また、

その理由は何でしたか。 

 

 

3. 来訪者との会話の中で、どの様なセールストークがキッカケで商談に繋がったと思いま

すか。 

• 素材・デザインのシンプル性。 

• タンナー様の革をご覧になったお客様が自然と弊社ブースまで来てくれたので商談迄は

あまり苦労しなかった印象。 

• 小ロット対応可、ネット通販向けに画像を準備できる。 

 

4. 今回のテストマーケティング出展の感想 

• 今回は初めての試みでありましたが、全般的に感触は良かったと思います。 

展示会までのタンナーさんとのコミュニケーションがあまり取れていなかったような気

がします。どちらが主役というわけではないのですが、タンナーとメーカーのコラボレー

ション企画という面があまりでてなかったように思えます。  

出展社名 会場内相談件数 開催後の問い合わせ

有限会社 清川商店 20 2

有限会社 野村製作所 5 1

株式会社 ラモーダヨシダ 0 1

合計 25 4
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• 通常の展示会は、自社の製品を陳列して興味を持たれた方との商談が通常の流れだが本

展示会はタンナー様の製品をご覧になった方が自然とメーカーの商品を手に取っていて

それが新鮮でした。キャッシュレス化が進み、革小物が売れなくなっている時代ではある

が消費者のリアルな反応が見られてよかったと思う。 

• 革の現物と商品サンプルを組み合わせて展示することで、これまでに革製品の扱いがな

いバイヤー様にも、具体的なイメージを持ってご案内することができました。例えば、商

品ロットについても、革を 1 枚つぶすためには何個必要です、といった具体的な数字を

提示できることで、お客様にとっても現実的なオーダーをイメージしやすかったようで

す。 

 

5. 1社あたりの皮革素材展示スペース、ブースレイアウトやデザインはいかがでしたか。 

（1社あたりの皮革素材展示スペースについて） 

• 少々、ブースは狭いかなと思います。 

• 適正だと思う。 

• 十分です。 

 

（ブースレイアウトやデザインについて） 

• レイアウトはあまり問題ないようにみえますが、中の商談用のテーブルがあまり有効活

用されていないように思えました。 

• 適正だと思う。 

• お客様の回遊しやすさを考えると、ブースをジグザクに配置するなど、もう少し前後？の

回遊性を考えてもいいかもしれません。 

 

6. 製品メーカーとして SDGsについてはどのような施策が可能だと思いますか？ 

• 同素材を無駄なく使うシリーズ企画を強く打ち出していく。 

• 納品先への段ボール数を工夫して、使用する資源を減らすこと。資材の過剰発注などを抑

えて無駄のない運営をすること。 

• まずは材料について環境に配慮した生産手法の革をできるだけ活用する。将来的には生

産委託をする工場の人的環境についても責任のある対応をする。 

 

7. 今後の改善点や要望など 

• いろいろな制約があるのはわかりますが、展示会までのやりとりがスムーズでないよう

に思えます。できれば、もっと早い段階でタンナーさんとメーカーがマッチングして、も

っと自由度の高い素材・デザインの開発ができたら面白いと思います。今回は提供された

素材の中からの選択肢しかなかったので、両者で作り上げた感が少なかったです。コロナ

禍の中での開催で大変だったと思いますが、次回に活かしていければと思います。 

• 消費者ニーズを的確に捉え、モノづくりをする事。 

• また機会があればタンナーとメーカーが同時に接客する機会があるといいと思います。 
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5. 令和 2年度事業の総括 

「日本革市」プロジェクトは過去 10年にわたる開催を重ねる中で、お客様からの高い評

価と事業者様からの信頼を構築している。基金事業として日本タンナーズ協会会員企業様

事業に直接資する企画立案が必要であると考えていた。 

令和 2 年度「テストマーケティング委託業務」では、国内外で着目されている SDGs を

意識しながら、タンナーズ協会会員企業様の展示会出展により、日本産天然皮革の技術力と

魅力を直接 PRし日本産革の周知、顧客開拓と需要拡大を目的として実施した。 

出展した第 8回ファッションワールド東京秋内「第 6回国際生地・素材 EXPO」（以下フ

ァッションワールド東京）には、素材を求める来場者のみならず、OEM生産や製品そのも

のを求めるお客様も多い為、東日本ハンドバッグ協会と会員企業様のご協力を得て、出展さ

れるタンナー様の皮革素材を使った展示用製品を製作し展示する運びとなった。 

 

ファッションワールド東京は、2020年 10月 27日～10月 29日の 3日間、東京ビッグサ

イト西展示棟にて開催された。出展ブースは、4 小間（約 64 ㎡）を確保し、タンナー様 6

社、東日本ハンドバッグ工業組合会員企業様 3 社にご出展いただき、タンナー様 2 社に対

しメーカー様 1社、3組の組み合わせでご出展いただくこととした。 

 

新型コロナウイルス第二波感染拡大の影響で展示会開催が危ぶまれる中、ファッション

ワールド東京は西展示棟 1 階で規模を縮小し開催された。会場入口では検温と手指消毒、

入場者全員のマスク着用、通路幅を広めにするなど徹底した感染防止対策が講じられた。テ

ストマーケティング事務局としても、上記に加えて関係者全員 2 週間前からの検温と記録

を行い、混雑時には入場規制を行えるようベルトパーテーションを用意し、十分な対策を準

備して出展に臨んだ。 

 

3日間の来場者は合計 12,528名（公式発表による）。日本タンナーズ協会様ブースには 3

日間で 4,416 名が来場し、名刺交換数は 337 枚と予想以上の成果を上げることができた。

名刺交換の 48％がメーカーであり、次いで小売店 23％となっている。 

 

タンナー様とメーカー様が協力し製作された展示用サンプル製品は、浦上製革所様の皮

革素材を使用されたものが 10点、カドヤ商店様は 11点、山陽様は 4点、T.M.Y’s様は 10

点、前實様は 13点、雅彦化成様は 4点、合計で 52点製作されている。メーカー様にとっ

ても、新たな素材を使用することで製品化の幅を広げ、タンナー様にとっては、製品化され

ることにより自社の皮革素材の魅力を引き出すことにつながった。 

 

会場ではタンナー様の会社概要、皮革素材、SDGsへの取組みの紹介、3㎝角の展示革が

貼り付けられたスワッチ（皮革素材パンフレット）をタンナー様ごとに取材・編集印刷し配

布した。合計 956部配布し、出展されたタンナー様からは「展示革の説明や最小ロット、納

期を記載したことにより、商談がスムーズに進み革のアピールに多くの時間を費やすこと
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ができた。」「各社の特色がとても良く表現されていて、大きさも持ち帰りやすく、ホームペ

ージの QRコードまで掲載してあり大変良かった。」「スワッチは大変好評でした。」などの

ご意見をいただいた。 

 

ブース内では、皮革素材が環境配慮型の有用な素材であることを訴求する一環として、製

革業における SDGs のゴールを意識した環境面での役割に焦点をあてたパネル展示を行っ

た。SDGsの目標には、環境面・経済面・社会面の主要な課題が含まれており、多くの目標

は環境課題と密接につながっている。 

17の目標のうち、畜産副産物と関連性が深いものは、目標 12の「つくる責任 つかう責

任（持続可能な生産消費形態を確保する）」である。皮革素材は、持続可能な消費と生産の

ために、ライフサイクルを通じて畜産副産物を有効活用した生活に欠かせない有益なマテ

リアルであることを伝えた。 

加えて、目標 6の「安全な水とトイレを世界中に（すべての人々の水と衛生の利用可能性

と持続可能な管理を確保する）」では、皮革製造工程で大量に用いられている水を取り上げ

て、「適切に処理される排水」というイメージを通して、工程改善や循環利用などで節水対

策がおこなわれていることを伝えた。 

以上２つの目標に焦点を当てることで、消費者により近い視点から複合的な課題解決に

資するテーマに取り組む製革業の姿勢を来場者に対して明示した。 

来場者のアンケートやヒアリングからは、革が環境に配慮されたものであることや副産

物の有効活用であること、そうした自明と思われていたことが消費者に広く普及していな

いことが明らかとなった。 

ゆえに、皮革が畜産副産物であることを軸に環境配慮型の素材であることを広く一般消

費者へプロモーションすることが、人や社会・環境に配慮した消費行動を後押しする契機と

して有効であると思われる。 

 

出展されたタンナー様のコメントは、A社様「予想以上に多くの人に話を聞いていただい

て、いろいろな業界の方と話ができ、次の仕事に活かせるようになると思う。その点が非常

に良かった。従来取引のない革問屋さんに声をかけてもらえたことも収穫になりました。メ

ーカーさんと隣同士で説明がしやすく、助かりました。」 

B社様「これまで皮革を使用した事がない企業やメーカー及びデザイナー等、多くお話さ

せていただきました。今後の商売につながるかはこれからだが、サンプル等の依頼もあり、

新たな顧客としての可能性は作れたのではないかと思う。」など異業種の方と交流ができた

こと、業界の垣根を越えて、メーカー様と組んで出展することができたことを成果として感

じていただいている。 

製品メーカー様からは、「普段お取引のない方から OEMの話をいただくことができまし

た。また機会があれば素材とメーカーのセットで展示するのはお客様の方も理解しやすく

て良いと思いました。」などコメントをいただいている。 
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また会場には多くの業界関係者もご来場された。その中で日本革市出展メーカーからは

「素晴らしいコラボ企画だ。この設えであれば当社としても次回は是非とも参加したい。こ

のような交流の場を通して、新たな取引に進展する可能性が大いにあると思われる。」とい

うご意見をいただいた。 

また革問屋様からは「業界を超えてタンナーさんとメーカーさんがコラボして展示会に

出ていくことが当たり前として受け止めるべきで、問屋もどうやって関わるか真剣に考え

ないといけない。」「製革業、問屋、製品製造業の枠組みを超えて、今回のようにコラボする

ことは今後もっと積極的に行うことが大切だ」とのご感想をいただいた。 

 

次回以降については、出展者アンケート調査票にて出展されたタンナー様全社が、継続し

てファッションワールド東京「国際生地・素材 EXPO」に出展したいと思いますか。との問

いに対して全社が「出展したい」とご回答をいただいている。 

 

かねてよりインターネット環境の進化により、ビジネススキームの変更が次第に迫られ

ていた中、本年度世界的に猛威を振るった新型コロナウイルス感染症が引き金となり企業

の経済活動に多大なる影響を与えると共に、生活者のライフスタイルと消費マインドを大

きく揺るがす状況に至った。 

そのような環境下、消費の最終拠点である大手小売店と関わるブランドも苦境に立たさ

れるなど既存のビジネススキームの大胆な修正や変更が求められる局面を迎えており、B to 

B においての新たな関係先の開拓とこれまでにない仕組みや取組みの発見と機会創出への

要請が高まっている。 

本年度開催したテストマーケティング事業では、タンナー様と製品メーカー様がコラボ

出展することで、新しい生活様式に対応した商品開発を志向する事業者や個人という新た

な関係先とのコミュニケーション機会が生まれ、出展タンナー様やメーカー様ならびに多

くの皮革業界関係者からも高い評価の声をいただいた。 

その状況を踏まえ、また、改善策を折り込み、次回は更に高い成果につながる取組みとな

るようご提案できれば幸いです。 

 

最後に、今年度ご参加いただいたタンナー様・東日本ハンドバッグ工業組合様・メーカー

様の皆様に感謝するとともに、これまでに中嶋委員長をはじめとするプロモーション委員

会の皆様、日本タンナーズ協会事務局の皆様、経済産業省の皆様には多くのお時間を割いて

いただき、委員会やファッションワールド東京出展現場にご来訪、ご指導いただきましたこ

とに深くお礼申し上げます。また SDGs 訴求パネル制作において、吉村様（一般社団法人 

皮革産業連合会 事務局長）の数多くのご助言なくしては、実施は不可能であったことを記

すとともに、深甚の謝意を表します。 


